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学生アンケート調査 

１）調査の実施概要 

（１）調査の目的 

 名張市では、住民が快適に生活できるように、鉄道やバスなど公共交通の維持・確保が大

切であると考えています。通勤や通学だけでなく、これから本格的な高齢化社会をむかえる

にあたり、買い物や通院の手段としても公共交通の果たす役割はますます重要になると思わ

れます。 

 名張市では、近鉄大阪線の鉄道網、三重交通の路線バスやナッキー号・地域コミュニティ

バスなどのバス網、タクシーなどを一体的にとらえ、名張市の公共交通のあり方について検

討しています。 

そこで、市内の高校に通う 1、2 年生の皆さんのお出かけの実態、公共交通の利用実態や考

え方などを把握するため、調査を実施します。 

（２）調査対象及び調査方法 

項 目 内 容 

調査対象 市内の高校の１，２年生

調査方法 学校での配布及び回収 

調査時期 平成 27 年 

調査地域 名張市 

（３）回収結果 

回収数 

313 

（４）数値の統計的な取り扱いについて 

比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入した数値で表示しているため、

合計が 100％を前後する場合があります。また、各設問の結果のコメントについては、便宜

的に“約 70％”などと、小数点以下１位を四捨五入した整数値で表記します。 

設問に対する回答者の母数は“n=○”として掲載し、各比率は nを 100％として算出します。



２）調査の詳細結果 

（１）回答者自身のことについて 

【問１】性別

■回答者の性別は女性が約 5割を占める。 

図 性別 

【問２】お住まいの地域

■回答者のお住まいの地域は市外が最も多く、その多くは伊賀市が占める。 

図 お住まいの地域 

47.6 50.2 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

男性 女性 無回答



【問３】バスについて知っていること

■路線バスが走っていることは約 8割の回答者が知っている。 

図 バスについて知っていること 

【問４】お住まいからの最寄り駅または最寄りバス停までの距離

■自宅位置が最寄り駅または最寄りバス停から 500ｍ以内の回答者は約半数を占める。 

図 ご自宅から最寄り駅または最寄りバス停 

図 ご自宅から最寄り駅または最寄りバス停の距離 

20.1 12.5 8.3 8.9 10.9 8.6 23.3 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

100m 200m 300m 500m 1km 1km以上 わからない 無回答

32.6 54.6 0.65.4 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

鉄道駅 バス停（三重交通の路線バス） バス停（ナッキー号） バス停（地域コミュニティバス） 無回答

80.8

62.3

56.2

47.9

42.2

36.4

26.8

25.6

19.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内に三重交通の路線バスが走っていること

市街地循環ナッキー号が走っていること

自宅近くのバス停の位置

自宅近くのバス停の名前

自宅近くを走るバスの運行経路（ルート）

自宅近くを走るバスの運賃

自宅近くを走るバスで行ける施設

地域コミュニティバスが走っていること

自宅近くを走るバスのダイヤ

無回答

※複数回答 n=313



（２）普段のお出かけについて 

【問５①】主なお出かけ先（外出している方のみ）

■回答者の 7割超は平日のお出かけで市内を目的地としている。 

図 主なお出かけ先（外出している方のみ）

【問５②】お出かけ目的（外出している方のみ）

■回答者の休日のお出かけ目的は買物が最も多く約 4割を占める。 

図 お出かけ目的（外出している方のみ）

72.8

63.3

24.1

31.1

3.1

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

（n=290)

休日

（n=264)

市内 市外 無回答

1.0

91.4

0.3

0.3

7.9

4.8

1.4

7.9

0.3

1.0

0.7

1.9

35.6

0.4

0.8

41.3

14.0

6.4

11.7

0.4

11.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤

通学

通院

業務

買物

飲食

観光・レクリエーション

習い事・趣味

家族等の送迎

その他

無回答

平日（n=290) 休日（n=264)※２つまで回答



【問５③】お出かけ頻度

■休日のお出かけでは、回答者の約 5割は、ほぼ毎日のお出かけである。 

図 お出かけ頻度（平日） 

図 お出かけ頻度（休日） 

【問５④】交通手段（外出している方のみ）

■休日共に交通手段は、自動車（送迎）が最も多く、回答者の約 4割を占める。 

図 交通手段（外出している方のみ）

47.0 33.5 3.8 5.1 10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休日

（n=313)

休日はほぼすべて 月に数回程度 年に数回程度 外出しない 無回答

80.2 7.0 4.80.6
2.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

（n=313)

ほぼ毎日 週に数回程度 月に数回程度 年に数回程度 外出しない 無回答

35.5

40.3

0.7

0.7

0.0

0.3

1.0

24.8

0.0

30.0

32.1

2.8

1.7

28.4

28.8

0.8

0.0

0.8

0.8

1.5

38.6

0.0

25.4

25.8

3.0

2.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

近鉄大阪線

三重交通の路線バス

ナッキー号

地域コミュニティバス

その他バス

タクシー

自動車（自分で運転）

自動車（送迎）

バイク（原付を含む）

自転車

徒歩

その他

無回答

平日（n=290) 休日（n=264)※複数回答



（３）公共交通の利用状況と満足度について 

＜近鉄大阪線＞

【問６①】利用頻度

■回答者の 7割超は近鉄大阪線の利用者である。 

図 利用頻度 

【問６②】満足度（利用者のみ）

■利用者の満足度は「満足＋まあ満足」が「やや不満＋不満」を上回る。 

図 満足度（利用者のみ） 

35.1 2.92.6 19.5 16.0 15.0 8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

ほぼ毎日 週に数日 週に1日 月に数日 年に数日 利用していない 無回答

40.8 39.0 12.7 6.11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=228

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満



【問６③】不満理由（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の不満理由は運行本数が最も多く、次いで運賃である。 

図 不満理由（不満利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者のうち約 9割は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（不満利用者のみ） 

82.4 5.9 5.9 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=17

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

58.8

11.8

5.9

17.6

11.8

5.9

5.9

47.1

17.6

11.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

始発時間

終発時間

乗継利便性

車内の混雑状況

駅周辺の駐車場

駅周辺の駐輪場

運賃

所要時間

その他

無回答

※複数回答 n=17



【問６③】利用しない理由（非利用者のみ）

■非利用者の利用しない理由はその他が最も多く、その内容は「使う必要がない」が多い。 

図 利用しない理由（非利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（非利用者のみ）

■非利用者のうち約 2割は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（非利用者のみ） 

23.4 53.2 23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=47

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

8.5

2.1

48.9

38.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

始発時間

終発時間

乗継利便性

車内の混雑状況

駅周辺の駐車場

駅周辺の駐輪場

運賃

所要時間

その他

無回答

※複数回答 n=47



＜三重交通の路線バス＞

【問６①】利用頻度

■回答者の約 7割は路線バスの利用者である。 

図 利用頻度 

【問６②】満足度（利用者のみ）

■利用者の満足度は「満足＋まあ満足」が「やや不満＋不満」を上回る。 

図 満足度（利用者のみ） 

22.1 29.3 12.6 24.3 11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=222

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満



【問６③】不満理由（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の不満理由は定時性が最も多く、次いで運行本数である。

図 不満理由（不満利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者のうち 8割強は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（不満利用者のみ） 

65.0 21.3 3.8 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=80

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

53.8

7.5

8.8

5.0

3.8

8.8

27.5

57.5

7.5

5.0

13.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

始発時間

終発時間

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=80



【問６③】利用しない理由（非利用者のみ）

■非利用者の利用しない理由はその他が最も多く、その内容は「必要がない」が多い。 

図 利用しない理由（非利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（非利用者のみ）

■非利用者のうち約 2割は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（非利用者のみ） 

3.1 15.4 53.8 27.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=65

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

6.2

0.0

1.5

1.5

7.7

4.6

9.2

1.5

4.6

0.0

32.3

40.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

始発時間

終発時間

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=65



＜ナッキー号＞

【問６①】利用頻度

■回答者の約 5％はナッキー号の利用者である。 

図 利用頻度 

【問６②】満足度（利用者のみ）

■利用者の満足度は「満足＋まあ満足」が「やや不満＋不満」を上回る。 

図 満足度（利用者のみ） 

31.3 18.8 37.5 6.3 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=16

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

1.0
0.6 3.8 83.4 11.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

ほぼ毎日 週に数日 週に1日 月に数日 年に数日 利用していない 無回答



【問６③】不満理由（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の不満理由は運行本数である。 

図 不満理由（不満利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（不満利用者のみ） 

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=2

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行日

運行時間帯

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=2



【問６③】利用しない理由（非利用者のみ）

■非利用者の利用しない理由はその他が最も多く、その内容は「使う必要がない」が多い。 

図 利用しない理由（非利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（非利用者のみ）

■非利用者のうち約 7％は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（非利用者のみ） 

7.3 64.8 28.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=261

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

6.1

2.7

3.4

3.1

11.5

4.6

1.9

0.4

3.1

0.4

30.3

42.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行日

運行時間帯

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=261



＜地域コミュニティバス＞

【問６①】利用頻度

■回答者の約 8％は地域コミュニティバスの利用者である。 

図 利用頻度 

【問６②】満足度（利用者のみ）

■利用者の満足度は「満足＋まあ満足」が「やや不満＋不満」を上回る。 

図 満足度（利用者のみ） 

33.3 25.0 37.5 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

1.00.3
0.3

2.2
4.2 80.2 11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

ほぼ毎日 週に数日 週に1日 月に数日 年に数日 利用していない 無回答



【問６③】不満理由（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の不満理由はその他であり、「定期が使えない」である。 

図 不満理由（不満利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の利用意向は確認できない。 

図 今後の利用意向（不満利用者のみ） 

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=1

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行日

運行時間帯

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=1



【問６③】利用しない理由（非利用者のみ）

■非利用者の利用しない理由はその他が最も多く、その内容は「使わない」が多い。 

図 利用しない理由（非利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（非利用者のみ）

■非利用者のうち約 5％は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（非利用者のみ） 

0.8
4.4 65.6 29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=250

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

3.2

2.0

2.4

3.2

8.8

4.0

2.4

0.4

3.2

0.0

29.9

47.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行日

運行時間帯

乗継利便性

運行経路

バス停位置

運賃

定時性

バス停環境

バス車両

その他

無回答

※複数回答 n=251



＜タクシー＞

【問６①】利用頻度

■回答者の約 1割はタクシーの利用者である。 

図 利用頻度 

【問６②】満足度（利用者のみ）

■利用者の満足度は「満足＋まあ満足」が「やや不満＋不満」を上回る。 

図 満足度（利用者のみ） 

40.0 26.7 20.0 13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=30

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

0.6

0.6

0.3

0.6 8.0 78.3 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

ほぼ毎日 週に数日 週に1日 月に数日 年に数日 利用していない 無回答



【問６③】不満理由（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者の不満理由は運賃が最も多く、次いでつ車内の空間である。

図 不満理由（不満利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（不満利用者のみ）

■「やや不満＋不満」と回答した利用者のうち 1人は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（不満利用者のみ） 

25.0 25.0 50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=4

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

100.0

0.0

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運賃

利用の予約

つかまらない

車内の空間

運転手の対応

予約受付の対応

その他

無回答

※複数回答 n=4



【問６③】利用しない理由（非利用者のみ）

■非利用者の利用しない理由は運賃が最も多い。 

図 利用しない理由（非利用者のみ） 

【問６④】今後の利用意向（非利用者のみ）

■非利用者のうち約 6％は利用意向を確認できる。 

図 今後の利用意向（非利用者のみ） 

（３）バスで行きたい施設について 

【問７】バスで行きたい施設

    ※現在集計中 

2.04.1 62.0 31.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=245

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

27.8

0.8

4.1

0.0

0.4

0.0

21.6

47.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運賃

利用の予約

つかまらない

車内の空間

運転手の対応

予約受付の対応

その他

無回答

※複数回答 n=245



（４）交通将来像について 

【問８】優先したいと思う名張市の「交通の将来像」

■優先したいと思う名張市の「交通の将来像」として、①市内のどこへでも公共交通で出かけられ

る、②子どもや高齢者など、誰もが利用しやすい公共交通があるの順にポイントが高く、回答者

の優先度が高い。 

図 優先したいと思う名張市の「交通の将来像」 

※回答結果について、最も優先したい：3ポイント、2番目に優先したい：2ポイント、3
番目に優先したい：1ポイントと設定し、各選択肢の合計ポイントを算出。
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①市内のどこへでも公共交通で出かけられる

②子どもや高齢者など、誰もが利用しやすい公共交通がある

⑧鉄道駅まで移動しやすい

⑦きめ細かなバス停設置など、自宅や目的地と近接した公共交通がある

③市内の商業施設や医療施設などへ公共交通で出かけられる

⑫自転車が安全かつ安心して走行できる

④市内の主要な施設を巡回する公共交通がある

⑬歩行者が安全かつ安心して通行できる

⑪自動車が円滑かつ快適に走行できる

⑤公共交通の運行本数が少なくても市内の主要な施設へ直接行ける

⑥公共交通を乗り継いでも、1乗車の所要時間が短い公共交通がある

⑨隣接市町村の路線バスとの接続がしやすい

⑩タクシーが使いやすく、自宅から目的地まで容易に移動できる

⑭その他

n=313

（ポイント）



（５）公共交通の役割や存在価値について 

【問９】公共交通の役割や存在価値としての重要度

■公共交通の役割や存在価値として、⑤通学など自分自身にとって重要な手段、⑤自動車を運転で

きない人にとって重要な交通手段、⑧自動車などを利用できなくなった場合の重要な交通手段の

重要度が高く、「非常にそう思う＋まあそう思う」が回答者の 8割を超える。 

図 公共交通の役割や存在価値としての重要度 
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①通勤など自分自身にとって重要な交通手段

②通学など自分自身にとって重要な交通手段

③通院など自分自身にとって重要な交通手段

④買物など自分自身にとって重要な交通手段

⑤自動車を運転できない人にとって重要な交通手段

⑥観光をするときに重要な交通手段

⑦いつでも利用できるという安心感

⑧自動車などを利用できなくなった場合の重要な交通手段

⑨市外から来訪する方にとって重要な交通手段

⑩名張市をアピールする資源

⑪バス路線の存在自体が、まちの活性化や活力

※無回答を除く構成比

非常にそう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない まったくそう思わない



（６）ナッキー号について 

【問 10】ナッキー号の改善点
■ナッキー号の改善点は、１．現在は１方向での運行となっているが、往復の移動時間の短縮など

を図るため、車両を追加し相互運行（逆回りの追加）とするが最も多く、次いで４．現在の運行

経路を拡大し、より多くの公共施設などの利用に対応するが多くどちらも回答者の 2 割以上を占

める。 

図 ナッキー号の改善点 

22.7%

8.3%

17.6%

22.4%

8.0%

5.1%

3.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．現在は１方向での運行となっているが、往復の移動時間の短縮

などを図るため、車両を追加し相互運行（逆回りの追加）とする。

２．現在は１日６便で早朝、夜間の便がないが、通勤や通学に利用

できるようダイヤを充実する。

３．現在は平日のみの運行となっているが、土・日曜日も運行する。

４．現在の運行経路を拡大し、より多くの公共施設などの利用に対

応する。

５．現在の運行経路には、路線バスや地域コミュニティバスなど市が

関わる他の公共交通と重なっている部分があることから、これら

を整理し効率的な運営に改めるべきである。

６．運行経路やダイヤなどの改善には経費を伴い、それを利用者や

名張市が負担することを考えると、当面今のままで良い。

７．運行に多額の税財源が投入されており、運賃収入だけでまかな

えないのであれば、廃止も含めた検討をすべきである。

８．その他

n=313

※複数回答



（７）公共交通への費用負担について 

【問 11】公共交通への費用負担に対する考え
■公共交通への費用負担に対して、回答者の約 3割は「増加すべき」または「増加はやむを得ない」

と回答し、「減少に努める」「減らすべき」の割合を上回る。 

図 公共交通への費用負担に対する考え

【問 12】問 11で公的資金の減少に努める及びぜひとも減らすべきと答えた方の、効果的と思
う対策

■問 11 で公的資金の減少に努める及びぜひとも減らすべきと答えた回答者の約 4割は、広告や企業

協賛金などで副収入を増やすが占める。 

図 効果的と思う対策（問 17 で公的資金の減少に努める及びぜひとも減らすべきと答えた方） 

13.7 16.0 21.7 9.3 7.7 31.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

公共交通のサービス向上のため、公的資金を是非とも増加すべき

公共交通のサービス向上のため、公的資金の増加はやむを得ない

現在の公共交通のサービス水準を維持して、公的資金は現状程度で良い

公的資金の減少に努める

公的資金を是非とも減らすべき

無回答

24.5

13.2

43.4

11.3

3.8

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運賃を値上げして、収入を増やす

運行日数や運行本数を減らすなどして、

経費を抑える

広告や企業協賛金などで副収入を増やす

地域の協賛金などとして、地域が運行経

費の一部を負担する

その他

無回答

※２つまで回答 n=53



（８）公共交通の維持や利用促進に対する取組みについて 

【問 13】取組みについての考えや意向
■回答者の 4割弱は、「積極的に参加したい」または「できるだけ参加したい」であり、参加意向を

確認できる。 

図 取組みについての考えや意向 

（９）自由意見 

【問 14】公共交通の利便性についてのアイデア・ご意見

    ※現在集計中 

【問 15】円滑な市内交通の確保についてのアイデア・ご意見

    ※現在集計中 

6.7 29.1 14.4 11.2 0.6 38.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=313

積極的に参加したい できるだけ参加したい
参加したくない 行政及び交通事業者で検討すればよい
その他 無回答


















